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賛 助 会 員 募 集 !

日本ユニセフ協会と各協定地域組織の活動を賛助会費によってご

支援いただく方法です。現在、鳥取県でも多くの賛助会員の方に

ご協力いただいています。鳥取から世界の子どもたちを支えましょう!!

■ユニセフライブラリー
ユニセフの活動を紹介するビデオ・DVD・パネル・学習
教材等の貸出しを行っています。

■ビデオ・DVD
「ユニセフと地球のともだち」「すべての子どもに教育を」
「シュヌンシュヌン–子どもたちからのメッセージ」 など

■パネル
「ユニセフってなあに」 「わたしも学校に行きたい」

■学習教材
「地図でユニセフ」 「地球のともだちユニセフワークブック」
幼児向け絵本「ちきゅうからのしつもん」 など

■展示ツール
ネパールの水がめ、マラリア対策の蚊帳、経口補水塩など

種類 対象 賛助会費

一般賛助会員 個人 一口 5,000円

学生賛助会員 学生(18歳以上) 一口 2,000円

団体賛助会員 団体、法人、企業 一口 100,000円

ボランティア登録、資料貸出、

その他お問い合せ等は、事務局

までご連絡ください。また、どなたで

もお気軽にお立ち寄りください。

月・火・金 10：00～16：00
水 10：00～12：00

鳥取県生協本部１階になります !

〒680-1202

鳥取市河原町布袋597-1 鳥取県生協内

TEL/FAX：0858-71-0970

E/-Mail：unicef-tottori@juno.ocn.ne.jp

URL : http://unicef-tottori.jp/

賛助会員期間は、入会月より１年間です。 賛助会費は寄付金控除の

対象になります。 一般・学生賛助会員は個人名でのお申込みに限ります。

ｕｎｉｃｅｆ Ｒｅｐｏｒｔ

(公財)日本ユニセフ協会HP、冊子「私たちが目指す世界」より

[今後の活動予定]

● 県内各地のイベントでブースを出します !

10/22(日) 10-14:30 「せいきょうまつり」 コカ・コーラウエストスポーツパーク

11/19(日) 11-15:30 「タイムフェスティバル」 とりぎん文化会館

11/25(土) 13-15:30 「市民活動フェスタ」 鳥取市高齢者福祉センター

11/26(日) 11-15 「くらよし国際交流フェスティバル」 伯耆しあわせの郷

2018/3/11 (日) 「かぷりあ祭 」

● 12/8(金) 14‐16 第8回 役員会 (鳥取県立福祉人材研修センター)

● 2018/2/10(土) 13- 「バレンタイン一揆上映会」 倉吉未来中心

テーマは

「遊び」

ひも結びで

遊ぼう!

テーマ 「子どもたちに生きるチャンスを」

11月～12月はハンド・イン・ハンド募金月間。

第39回 ユニセフ ハンド・イン・ハンド募金
誰でも参加できる

ボランティア活動です。

県内各地で開催します。

詳しくは、事務局まで!!

西部 2018年6月9日(土)   米子コンベンションセンター 小ホール

中部 2018年6月16日(土)  倉吉交流プラザ 視聴覚ホール

東部 2018年6月23日(土)  とりぎん文化会館 第一会議室

ドキュメンタリー映画「いのちのはじまり」を上映します !!

※詳しい上映時間等は、決まり次第鳥取県ユニセフ協会ホームページにて公開します。

世界の子育て最前線！子供たちの成長に本当に必要なものは？

■SDGs(エスディジーズ)って聞いたことがありますか？

簡単にいえば …「世界をより良い場所にするには？」 そのための目標がSDGsです。
もう少し詳しく説明すると、

「将来の世代のための環境や資源を壊さずに、今の生活をより良い状態にするには？」
そのための目標です。

■誰がどのように作ったのでしょう？
世界の国々の代表が話し合って決めました。また同時に、世界中の若者、子ども、親、ビジネスマン、農家、
先生、貧しい人たち・・・たくさんの人たちの意見を聞き、何が大切なのか調査しました。

■どんな目標があるのでしょう？
以下が１７の目標です。この目標をさらに詳しくした169の「ターゲット」を作りました。
詳しくは ユニセフ SDGs 検索

2030年に向けて世界が合意した

「持続可能な開発目標」SDGｓとは

■ユニセフとSDGs
ユニセフの活動の全ての分野は、密接にSDGsと関わっています。 策定にあたりユニセフは子どもたちの

課題が含まれるよう、各国政府・関係団体に働きかけ、子どもたちの声も届けてきました。採択後も引き続
き、各国での実施において子どもの課題に焦点があてられるよう呼びかけていきます。また2030年の世界を
担う子どもたちがSDGsについて学ぶことができるよう、教育現場等へ支援しています。

■私たちに何ができるのでしょう？
この目標を達成するためにはみんなの協力を必要としています。では私たち一人1人に何ができるので

しょう？まずは目標を知ることが大切です。次は行動することです。例えば身近な地域の掃除。これも実は
力になっているのです。また私たちには政府が何をしているのかを知り、子どもたちのために適切にお金が
使われているか知る権利もあります。そして意見をいう権利もあります。みんなの力がなくてはこの目標は
達成できません。この目標はみんなの未来を決めるものなのです。

２ 飢餓を
ゼロに

３ 全ての人に健康と
福祉を

４ 質の高い教育を
みんなに

５ ジェンダー平等を
実現しよう

６ 安全な水とトイレ
を世界中に

13 気候変動に
具体的な対策を

14 海の豊かさを
守ろう

15 陸の豊かさも
守ろう

16 平和と公正を
すべての人に

17 パートナーシップ
で目標を達成しよう

１ 貧困を
なくそう

８ 働きがいも
経済成長も

９ 産業と技術革新
の基盤をつくろう

11住み続けられる
まちづくりを

12 つくる責任
つかう責任

10 人や国の不平等
をなくそう

７ エネルギーを
みんなにそしてクリー
ンに
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活 動
報 告

■ 河原町赤十字奉仕団研修会
4/17(月) 河原町総合福祉センター

■ とっとり消費者大学「くらしと経済、法律講座」
6/26(月) 鳥取大学 大講義室

■ 北栄町人権学習 夏休み集中講座
ユニセフ学習会
8/21(月) 大栄農村環境改善センター

中学生の職場体験 !

シリア緊急募金活動
(道の駅かわはら)

河原中学校の職場体験「いきいきワークかわはら」で、2年生

2名を受け入れました。ボランティアの方も日々事務局に来て、

サポートしていただきました。

「バレンタイン一揆」（NPO

法人ACE制作）の上映をし、

児童労働と私たちの消費行

動の関わりについての理解を

深めていただきました。

「ユニセフってなぁに ?」 世界のいろいろな状況にいる子どもたちのことをいっしょに考えてみましょう!!

学校での出前授業をはじめ、ユニセフ活動に関心がある各団体に出向いての学習会を行っています。

ユニセフ活動のDVDや、支援物資の実物にも触れることができます。

■ あがた未来サポート 夏休みユニセフ学習会
8/8(火) 県公民館

今年で3年目になる小学生高学年向けの夏休みユニセフ

学習会。子どもたちは自由研究として一生懸命に取り組ん

でくれました。

シリア緊急募金

5/15(月) ～ 19(金)

● 4/24(月) 第7回 役員会 (鳥取大学 広報センター)

シリアの子どもたちのメッセージ動画を紹介しました。

● 5/1(月)～7/31(月)

役員関係の団体に向け、募金のご協力をお願いしました。

七夕ネットワーク

7/15(土) コープこうべ 住吉事務所

学習講師研修会

6/22(木)～23(金) 日本ユニセフ協会 ユニセフハウス

ラブウォーク in 鳥取
5/13(土)

東郷湖 あやめ池公園～出雲山展望台約5キロ。

前日の雨も上がり、曇り空の歩くにはちょうどよい天気の中、出雲

山展望台へ。坂道も思ったよりゆるやかで、約30分ほどで到着。

展望台では、お決まりのユニセフクイズを5問出題、その後ガール

スカウトのリーダーのもとアクティビティを楽しみました。大人も子ど

もも一緒になって、手をつないだり、大声を出したり、大いに盛り

上がりました。

合い言葉は

「フォー!!」

関西・中四国の地域組織が、年に一度七夕の時期に合同

で開催する研修会。今年は、映画「さとにきたらええやん」の上

映、その後にNPO法人「こどもの里」理事長荘保共子さんと

自立援助ホーム「あらんの家」ホーム長 浜田進士さんのトーク

セッションが行われました。

日本で一番大きな日雇い労働者の寄り場がある大阪釜ヶ崎

(あいりん地区)。親も子もそれぞれが、様々な困難な状況の中

で生まれ、育ち、生きている。荘保さんは、この貧困課題が集積

された地域で、子どもの居場所として「こどもの里」(さと)を運営。

映画では、生きづらさを持つ子どもや親を支え続けている゛さと゛

の様子を伝えていました。

トークセッションで荘保さんは、「どんな親でも子供にとっては親

である。親と子が引き離されてしまうと子どもは親から見捨てられ

たという思いが一生続く。親子が地域で暮らしていくことが大事

で、それを支えて

いく地域を作ってい

くことが私たちの役

割、日本中に広め

ていきたい」と話され

ました。

全国の協定地域組織から、学習講師に関わる方たちが集結。

学習会の事例紹介では、今年もいろいろなヒントをいただきました。

また、「SDGs」のワークショップも開催されました。

■「SDGs」ワークショップ

「今の子どもたちは、22世紀を迎えられるのか？」

あなたは肯定派? 

それとも否定派?

グループ内で、

2派に分かれ、

討論しました。

■ フォトジャーナリスト 久保田弘信さん 「The Truth 伝えきれなかった真実」

■ 夏休みユニセフ学習会
「世界の貧困問題について考える」
7/28(金) 米子会場 ヴィレステひえづ

8/8(火)  鳥取会場 福祉文化会館

■ 溝口中学校 福祉委員会 出前授業
9/12(火)

● 講演会 ＆ 写真パネル展
9/18(月・祝) 米子市文化ホール

「いのちの水」すごろく作り

ユニセフ早わかり講座大型版作成

ユニセフおよびシリア
についての学習

小さくなっていく新聞に
どこまでのれるか!?

アフガン、イラク、シリアなど戦争という極限の中で暮らす家族

や子どもを追い続けて撮った写真や映像から、日本の報道で

は決して知ることができない本当の戦争の姿、人間が持つ弱

さと強さが伝わってきました。

日本の報道自由度ランキングは世界72位であること、

報道の自由がなくなるほど戦争に近くなるというお話も

ありました。幸せとは何なのか、戦争とは何なのか考え

させられる2時間でした。

職場体験で
作ってもらった

「いのちの水」すごろく
を使って水の大切さを
学習しました。

●写真パネル展
9/9(土)～13(水) ふれあいの里


